
広報しか
2025.2

7

町では、利用者の減少や運行コストの増大などの理由か
ら、町地域公共交通活性化協議会での協議を経て、令和７
年４月１日から、現在の定時定路線の「しかばす」を廃止し、
ＡＩ（人工知能）を活用した予約制乗合交通に見直しする
こととしました。
　希望する日時に、町内の希望する場所（停留所）まで行
くことができ、志賀地域と富来地域の移動も可能となり、
便利になりますので、多くの町民のご利用をお願いします。

お住まいの地区にかかわらず、どの説明会にも参加することができます（予約不要）。

■お問合せ先：企画財政課震災復旧復興創生室　☎32-9301

■予約制乗合交通とは　　　　　　　　　　　
利用者からの電話やパソコン、スマートフォンでの

予約を受付し、ＡＩにより最適な乗り合わせと経路を
計算し、乗合で送迎する「予約制の地域バス」です。予
約した時刻、指定の停留所に車両（ハイエースコミュー
ター）が到着し、目的地まで送迎します。

■利用料金　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大人（中学生以上）の利用料金は、志賀地域内、富来

地域内の移動は200円、志賀地域と富来地域の地域を
またぐ移動は300円です。
※詳細は、広報２月号と一緒にパンフレットを全戸配
付しましたのでご覧ください。

「しかばす いーじー」の利用には、会員登録 が必要です。
　以下の日程で、説明会・会員登録会 を行いますので、利用を希望する人は、ぜひ参加してください。

予約制乗合交通
「しかばす  いーじー」
の運行を開始します

令和７年４月から

説明会日時 場　所
2月7日 金 9：30～15：30 とぎ地域福祉センター
2月8日 土 9：00～17：00 アスク

2月9日 日 10：00～12：00
13：00～15：00 ロッキー志賀の郷店

2月10日 月 9：00～13：00 富来病院

2月11日 火 10：00～12：00
13：00～17：00 どんたく高浜店

2月12日 水 9：00～12：00
13：00～16：00 志賀町役場本庁舎

2月13日 木 9：00～12：00
13：00～16：00 富来活性化センター

2月25日 火
10：00～12：00 志賀町文化ホール
13：30～15：30 志加浦公民館

2月26日 水
10：00～12：00 堀松公民館
13：30～15：30 上熊野公民館

2月27日 木
10：00～12：00 土田公民館
13：30～15：30 加茂公民館

2月28日 金
10：00～12：00 旧下甘田保育園

13：30～15：30 中甘田公民館

説明会日時 場　所

3月3日 月
10：00～12：00 福浦公民館
13：30～15：30 熊野交流センター

3月4日 火
10：00～12：00 富来活性化センター
13：30～15：30 稗造防災センター

3月5日 水
10：00～12：00 東増穂公民館
13：30～15：30 酒見構造改善センター

3月6日 木
10：00～12：00 西海高齢者活性化センター
13：30～15：30 西浦コミュニティセンター

3月7日 金 9：00～13：00 富来病院

3月8日 土 10：00～12：00
13：00～17：00 シ・オン

3月9日 日 9：00～15：00 アスク

3月10日 月
10：00～12：00 とぎ第２団地　集会所
13：30～15：30 富来防災センター

3月22日 土 10：00～12：00
13：00～15：00 富来活性化センター

3月23日 日 10：00～12：00
13：00～15：00 志賀町役場本庁舎

[ 愛称の決定 ] 
　愛称は、昨年12月に町内の高校生以下か
ら公募し、66点の応募をいただきました。
たくさんのご応募ありがとうございました。
　審査の結果、南 星

せ な

凪さん（志賀中学校３
年生）が考案した「しかばす  いーじー」に決
定しました。「いーじー」には、英語の「ＥＡ
ＳＹ（簡単）」で簡単に予約できることと、「い
いなぁ」という方言の「いいじー」の意味が込
められています。
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３
月
２
日
㈰
か
ら
市
町
と
連
携
し
、
住
民
広

報
の
た
め
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し

た
シ
ス
テ
ム
で
火
災
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
配
信
さ
れ
て
い
た
避
難
情
報
や
気

象
警
報
な
ど
に
併
せ
て
火
災
発
生
情
報
の
受
信

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

火
災
発
生
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す

119119 番受付・指令業務の共同運用番受付・指令業務の共同運用
羽咋郡市広域圏事務組合消防本部は、令和７年度から 119 番通報を受付する
消防指令業務の共同運用を開始します。

令和７年４月から始まります

こ
れ
ま
で
は
、
羽
咋
市
、
宝
達
志
水
町
、

志
賀
町
の
１
市
２
町
か
ら
の
１
１
９
番
を
羽
咋

消
防
本
部
で
受
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

七
尾
鹿
島
消
防
本
部
の
５
階
に
設
置
す
る
「
能

登
中
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
で
一
括
受
信
し

ま
す
。（
試
験
運
用
は
３
月
２
日
㈰
か
ら
、
本

格
運
用
は
４
月
１
日
㈫
か
ら
開
始
）

　

指
令
業
務
の
み
を
共
同
運
用
す
る
た
め
、
消

防
車
や
救
急
車
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
各

市
町
を
管
轄
す
る
消
防
本
部
か
ら
出
動
し
ま

す
。
そ
の
た
め
消
防
車
や
救
急
車
の
到
着
が
遅

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

志賀町ＬＩＮＥ
友だち追加
@shikatown

行政メール
 bousai.shika-town@
raiden2.ktaiwork.jp
に空メールを送信。

　

利
用
す
る
に
は
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

「
志
賀
町
行
政
情
報

メ
ー
ル
」
や
「
志
賀

町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の

事
前
登
録
が
必
要

で
す
。

広広報広報広報広報広報広報報報しかしかしかしかしかしかしかか
2202020202 2525252525.2.2.2222
広報しか
2025.2

8888888

【能登中部消防指令センター内の状況】
七尾鹿島消防本部　５階
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１
月
11
日
㈯
、
志
賀
町
消
防
出
初
式
が
志
賀
町
防
災
公
園
で
行
わ
れ
、
町

消
防
団
16
分
団
員
や
志
賀
消
防
署
員
、
関
係
者
約
３
０
０
人
が
集
結
し
、
防

火
防
災
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
観
閲
式
と
功
労
団
員
へ
の
表
彰
式
の

後
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
消
防
車
両
が
神
代
川
へ
行
進
し
ま
し
た
。

　

指
揮
官
の
合
図
で
神
代
区
側
か
ら
高
浜
地
区
側
へ
向
け
、
一
斉
放
水
を
実

施
し
ま
し
た
。

【
消
防
職
員　

永
年
勤
続
功
労
章
】

【
消
防
職
員　

功
労
章
】

【
消
防
団
員　

永
年
勤
続
功
労
章
】

【
退
職
団
員
感
謝
状
（
15
年
以
上
）】

【
優
良
団
員
（
５
年
以
上
）】

【
優
良
分
団
表
彰
】

田
中　

壮
大

　
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
消
防
士
長
）

松
本　

兼
輔

　
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
消
防
司
令
）

太
川　

紀
元

　
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
消
防
司
令
補
）

野
澤　

博
史

　
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
消
防
司
令
補
）

神
戸　
　

透
（
福
浦
・
分
団
長
）

堤
谷　

聖
毅
（
上
熊
野
・
班
長
）

濱　
　

能
史
（
福
浦
・
団
員
）

川
田　

誠
吾
（
西
増
穂
・
班
長
）

藤
本　

啓
介
（
中
甘
田
・
班
長
）

伊
藤
圭
一
朗
（
西
海
・
団
員
）

柳
澤　

克
明
（
下
甘
田
・
班
長
）

大
森　

尚
士
（
中
甘
田
・
班
長
）

上
杉　

幸
司
（
中
甘
田
・
団
員
）

堂
下　

誠
史
（
富
来
・
団
員
）

坂
本　
　

祥
（
西
海
・
団
員
）

山
崎
二
三
男
（
元
稗
造
分
団
長
）

澤
田　

哲
也
（
元
加
茂
分
団
長
）

室
津　
　

司
（
元
西
増
穂
分
団
長
）

薄
川　

政
和
（
元
西
海
分
団
長
）

木
谷　

優
介
（
福
浦
・
部
長
）

清
原　

崇
雅
（
中
甘
田
・
団
員
）

福
田　

瞬
介
（
上
熊
野
・
団
員
）

牧
田　

昂
輝
（
西
増
穂
・
団
員
）

橋
場　

郁
弥
（
西
増
穂
・
団
員
）

堀
岡　
　

諒
（
西
増
穂
・
団
員
）

岡
田　
　

昭
（
下
甘
田
・
団
員
）

内
山　

裕
貴
（
高
浜
・
団
員
）

平
野　

賢
也
（
土
田
・
団
員
）

安
中　

大
喜
（
下
甘
田
・
団
員
）

高
見　

桂
太
（
下
甘
田
・
団
員
）

清
水　
　

亮
（
志
加
浦
・
団
員
）

加
茂
分
団

東
増
穂
分
団

消
防
出
初
式

令和

７年
石
川
県
知
事
定
例
消
防
表
彰

志
賀
町
長
表
彰

志
賀
町
消
防
団
長
表
彰

火災・救急・救助は119番！問 志賀消防署　☎32-1776　問 志賀消防署富来分署　☎42-1211

　

令
和
６
年
12
月
24
日
㈫
、
石
川
県
庁

で
消
防
保
安
に
関
す
る
知
事
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

前
浜
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
57

年
４
月
に
発
足
さ
れ
、
消
防
水
利
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
点
検
、
街
頭
宣
伝
な

ど
の
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
町

立
と
ぎ
保
育
園
の
園
児
を
対
象
と
し
た

「
防
火
七
夕
」
を
通
じ
、
幼
少
期
か
ら

の
防
火
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で

は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
被
災
者
に
対
し

て
消
防
職
員
・
女
性
消
防
団
員
と
共
に

防
火
防
災
診
断
を
実
施
し
、
心
の
ケ
ア

と
防
火
防
災
意
識
向
上
を
図
っ
た
こ
と

な
ど
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、
今
回
、
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
田
篤

子
隊
長
は
12
月
１
日
㈰
、
コ
ス
モ
ア
イ

ル
羽
咋
で
行
わ
れ
た
石
川
県
子
ど
も
女

性
防
火
委
員
会
表
彰
の
優
良
ク
ラ
ブ
指

導
者
と
し
て
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

前浜女性防火クラブが知事表彰受賞

　
　

野
焼
き
は
、
適
法
な
焼
却
設
備
を
用
い

ず
野
外
で
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
行
為
で
す
。

　
　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
、
廃
棄
物
の
焼
却
は
例
外
を
除
き
、

禁
止
で
す
。（
例
外
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
や
左
義
長
な
ど
風
俗
習
慣
上
の
行
事
が
該

当
し
ま
す
）

　
　

違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず
れ
か
、

ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

法
人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　
　

焼
却
禁
止
の
例
外
で
も
、
あ
ら
か
じ
め
、

消
防
署
（
分
署
）
へ
「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し

い
煙
ま
た
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
の
届
出
書
」
の
届
出
が
必
要
で
す
。

□ 監視人を必ず置きましょう。　

□ 風の強い日や空気の乾燥している時の火入れはやめましょう。

□ 強風注意報や火災警報が発せられた場合は、火入れを中止しま
しょう。

□ 火から離れるときは、完全に消火しましょう。　

□ 消火に必要な器具などを必ず準備しましょう。

□ 火入れをする時は、延焼しないよう周囲の可燃物を除去しま
しょう。

□ 日の出から日没までに行いましょう。　

□ 緊急に備えて消防への連絡体制を確保しておきましょう。

馳県知事から表彰を受けとった前浜女性防火クラブの西田隊長

Check ！ 枯草火災を防ごう
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20242024

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

貝
が
ら
川
柳
社

貝
が
ら
川
柳
社

富
来
八
景
増
穂
ヶ
浦
の
初は

つ

御み

そ

ら空　
　
　
　
　

髙
岩　
　

満

初は
つ
か
ぐ
ら

神
楽
海
底
流
る
鎮
魂
歌　
　
　
　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

元
日
や
震
災
一
年
涙
あ
ふ
る
る　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

初
日
の
出
紋
付
袴

は
か
ま

婚
こ
ん
お
と
こ漢　

　
　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

放
映
で
居
な
が
ら
各
地
初
詣　
　
　
　
　
　

屋
敷　

香
陽

合
掌
の
午
後
四
時
十
分
お
元
日　
　
　

  

前
川
美
代
子

年
明
け
て
よ
う
や
く
笑
顔
と
り
も
ど
す　
　

玉
川
由
美
子

初
夢
は
大
吉
な
り
や
緩ゆ

る

む
頬ほ

ほ　
　
　
　
　
　

よ
し
へ
ひ
て
ふ

今
年
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
済
ま
す
年
賀
状　
　

炭
谷　

良
子

好
き
な
こ
と
す
る
つ
も
り
だ
が
時
が
過
ぎ　

西
尾　

善
春

も
う
一
年
町
は
変
わ
れ
ど
皆
家
族　
　
　
　

上
野　

初
音

残
さ
れ
て
遺
言
守
り
一
人
居
る　
　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

年
の
瀬
の
市
に
寂
寞
捨
て
に
行
く　
　
　
　

小
松　

彰
一

要
検
査
晴
れ
て
報
告
師
走
な
り　
　
　
　
　

山
守　

宏
子

ま
ど
の
そ
と
な
が
め
て
み
れ
ば
雪
の
花　
　

堀　
　

禮
子

見
守
ら
れ
迎
え
ら
れ
た
る
お
正
月　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

亡
き
夫つ

ま

の
二
十
七
回
忌
つ
と
め
終
へ

　

す
べ
て
に
感
謝
黙
し
て
告
げ
り　
　
　
　
　
　

智　

子

又
地
震
先
の
記
憶
が
甦

よ
み
が
え

り

　

神
仏
頼
る
他
に
道
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　

雄

の
き
下
の
並
ぶ
干
し
柿
ね
ら
い
来
て

　

ひ
よ
鳥
つ
つ
く
甘
さ
増
す
頃　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

時し

け化
の
恩
凪
の
合
間
の
岩
場
に
は

　

か
が
む
在む

ら所
人
岩
海
苔
む
し
る　
　
　
　

松
本
理
希
三

投投 

稿稿　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

短
歌
、
俳
句
、
川
柳

問生涯学習課　☎32-9350

2024

－ Lifelong Learning－ 生涯学習だより

12
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
、
公
益
財
団
法
人
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
に

よ
る
能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援
事
業
「
Ｂ
＆
Ｇ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
２
０
２
４
」
の
一
環
と
し
て
、「
が
ん
ば
ろ

う
能
登
半
島
！
２
０
２
４
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
レ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス

タ
」
が
穴
水
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

ポ
ー
ツ
体
験
や
大
型
エ
ア
遊
具
、
キ
ッ
ズ
広
場
が
設
置
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
が
遊
べ
る
施
設
が
少
な
く
、
地
震
で

更
に
遊
び
の
幅
が
狭
ま
る
中
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として、毎月 25 日までに送付してください。（連絡先必須）
紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。　■宛先／〒925 -0198 志賀町末吉千古 1-1　志賀町教育委員会 生涯学習課まで

文

芸

室
教

BB＆＆GGスポレクスポレク チャレンジフェスタチャレンジフェスタ

　

１
月
13
日
㈪
〜
20
日
㈪
に
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
訪
問
す
る
志
賀

高
校
２
年
の
藤
井
倫
さ
ん
と
１
年

の
谷
内
絵
美
里
さ
ん
が
、
12
月
23

日
㈪
に
稲
岡
町
長
と
懇
談
し
、
志

賀
町
と
同
国
の
交
流
促
進
に
貢
献

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

２
人
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

交
流
す
る
ほ
か
、
現
地
の
高
校
で

志
賀
高
校
や
町
の
魅
力
を
伝
え
ま

す
。
万
博
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
で
、
礪
波
玲
央
教
諭
と
町

職
員
も
同
行
し
ま
す
。

　

藤
井
さ
ん
は
「
現
地
の
文
化
や

歴
史
・
生
活
を
知
り
た
い
」、
谷

内
さ
ん
は
「
日
本
の
伝
統
文
化
を

伝
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

アゼルバイジャンとの交流に意欲志賀高校の藤井倫さん・谷内絵美里さん

がんばろ
う能登半島！

（左から）稲岡町長、谷内さん、藤井さん、礪波教諭
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図書館職員によるおはなし会
2/5・19㊌　16:00 ～　

志賀町立図書館・絵本コーナー にて

会

２/６㊍ 10:30 ～ ２/14㊎ 10:30～ ２/26㊌ 10:30～

親子でバランスボール♪親子でバランスボール♪
ママやパパが楽しく元気に
過ごせるように、バランス
ボールを使い、体力アップ
やストレス解消しましょう♪

対　象：乳幼児親子
持ち物：
水分・汗拭きタオル・動きやす
い服装（ジーパン・タイツはNG）
講　師：西部  真美 先生

親子ベビーマッサージ
赤ちゃんとスキンシップし
ながら、癒しの時間を過ご
しましょう。

親子リトミック遊び
子どもの感性を大切にしな
がら、音楽と楽しく触れ合
いましょう♪

対　象：乳児親子
　　　　　　　（４カ月～８カ月）

持ち物：バスタオル、着替え
　　　 赤ちゃんの飲み物
講　師：星場 あゆみ 先生

２/１㊏ 13:30～ 親子こども教室

光のふしぎについて実験をしたり、ペットボトルでライ
トを作ります。親子で楽しい時間を過ごしませんか？
対　象：保育園児親子～小学生親子
指　導：北陸電力社員

対　象：乳幼児親子
講　師：松本 有美 先生

定員10組

児童館は、
こどもたちの
パワースポット♥

定員８組
定員８組

おすすめの本

ＳＮＳもチェック！

新 着 案 内内新

『恭三の父  乳の匂ひ  加能作次郎秀作集』
 　加能作次郎・著　杉原米和・編

大正から昭和初期に活躍した、西海出身の自然主義
作家加能作次郎の作品集。代表作には父と子の関係
や故郷への思いをテーマにした作品「恭三の父」「乳
の匂ひ」など、全５編を収録。編者の小論「加能作
次郎と能登」も掲載。故郷を感じる作品ばかりです。
ぜひ一度読んでみてください。

【一般書】
銀嶺のかなた　１・２　　　　　　　　安部龍太郎
牧谿の猿　善人長屋４　　　　　　　　西條　奈加
花咲小路二丁目中通りのアンパイア　　小路　幸也
暗黒戦鬼グランダイヴァー　　　　　　誉田　哲也
十字屋敷のピエロ　新装版　　　　　　東野　圭吾
迷うな女性外科医　　　　　　　　　　中山祐次郎
マリアを運べ　　　　　　　　　　　　睦月　準也
【児童書】
つめたいこおりどんなかたち？　　

細島　雅代 写真 /伊地知英信 構成・文
おばけずし　　　 柴田ケイコ 絵 /苅田　澄子 作
まめまきぱーらぱら　　　　　　　おおいじゅんこ
どっちが強い⁉Ａ７　　　　　　　　エアーチーム
本当に危ない闇バイトの話　　
　　　　　　　　 　   廣末　登・芳賀　恒人 監修
ゆきがやんだら 　　　　　　  酒井　駒子 作・絵
おいしいおすしずかん
　　　　　　 ながさき一生 監修/ 七條　初江  絵
【ＤＶＤ】
コット、はじまりの夏　　　　　　　　　外国映画
【ＣＤ】
50 SONGS 1974-1996　　　　　 The Alfee

問志賀町児童館　☎ 32-1724

休 館 日     ２月11日㊋㊗・16日㊐
　　　　　   ・23日㊐㊗・24日㊊㊡
開館時間    9:00 ～ 17:30

休 館 日　２月３日㊊・10日㊊
　　　　　　・17日㊊・24日㊊㊡
開館時間　平日 9:30 ～ 18:00
　　　　　（㊏㊐㊗ は17:00まで）
問志賀町立図書館　☎ 32-1740
問志賀町立富来図書館　☎ 42-2777

２/４・18㊋ 10:30～

Ｊ
ジェイ

（jidoukan）・s
サ ロ ン

alon
毎日の育児で悩んでいるこ
とや、心に感じている事を
皆さんで話しませんか。

屋根のある公園感覚で
お越しください！

定員20組


